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研究成果の概要（和文）： 
 
 本研究は，親子の関係性の質をアセスメントする尺度である JNCATS（Japanese Nursing Child 

Assessment Teaching Scale）の妥当性（適切さ）に関する研究（研究 1）と，JNCATSに基づく

研究・実践活動を支援するネットワークの構築（研究 2）から構成された。 

 研究 1では，親子相互作用分析で用いられる手法（ミクロ分析・時系列解析）を利用して、

JNCATSの併存的妥当性が検討された。 

 研究 2 では，専用のウェブ・サイトを立ち上げ，JNCATSに関する情報発信を試みた。同時に，

講習会，交流集会，コンサルテーションをおこない，親子を支援する様々な領域の専門家をつ

なぐネットワーク活動も展開した。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
 The purpose of the present study was to show evidence for the validity of the Japanese 

Nursing Child Assessment Teaching Scale (JNCATS) by utilizing micro analysis and se-

quential analysis of mother-child teaching interactions (Study 1).   

 Constructing network for JNCATS users and professionals for Infant Mental Health was 

also attempted through workshops, meetings, and website (Study 2).   
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１．研究開始当初の背景 
 
乳幼児とその家族を対象とする乳幼児精

神保健（Infant Mental Health：IMH）にお
いては，親子の心身の健康を守り育むことを
目指し，早期の関係性に焦点化した支援が国
内外で試みられてきた 1)。そこでは，早期の
親子の関係性が，子どもの後の発達に大きく
影響を与えることから，それをいかにアセス
メントするかが課題とされてきた。 
親子の関係性のアセスメント方法には，養

育者から報告を求めるもの（質問紙，インタ
ビュー）もあれば，親子の相互作用を第三者
が観察するもの（行動観察）もある。NCATS
（ Nursing Child Assessment Teaching 
Scale）2)は，後者のタイプのアセスメント尺
度であり，米国のワシントン大学の K. 
Barnard 博士らによって開発され，米国内外
で広く普及している。その日本語版 3)は，東
京医科歯科大学の廣瀬たい子博士らによっ
て開発が進められた。これまでに，尺度とし
ての信頼性（安定性・一貫性）の検討，日本
人母子のデータベースの整備 4)といった，尺
度を「つくる」研究が展開されてきた。 
しかしながら，まだ取り組むべき課題が残

されており，それは，日本語版の妥当性（適
切さ）の検討，および，尺度を「つくる」段
階から「つかう」段階へと発展させることで
あった。そこで，本研究では，これらの課題，
すなわち，JNCATS の妥当性に関する研究（研
究 1）と，JNCATS を研究・実践において活用
する支援体制の構築を目指す研究・実践支援
ネットワークの構築（研究 2）に取り組んだ。 
研究 1では，親子相互作用の代表的分析手

法であるミクロ分析と時系列解析を利用し
て，親子相互作用の特徴のひとつである「随
伴性」の抽出を試み，JNCATS によるアセスメ
ント結果との関連性を吟味することで，
JNCATSの妥当性の検討を試みた。 
研究 2では，JNCATS の使用に必要とされる

訓練体制の整備と訓練後のフォロー体制の
整備・充実を目指した。科学的行動観察に基
づく本尺度では，利用者の厳密な訓練が求め
られ，それが，尺度普及の際の難点として指
摘されている 5)。したがって，訓練体制とそ
の後のフォロー体制を整備・充実させること
で，本尺度の本格的活用が促進されると考え
られた。また，IMH は様々な専門家の連携が
求められる学際的領域でもあり，JNCATS を通
じた人的ネットワークの構築も，研究・実践
の促進に貢献すると考えられた。そこで，

JNCATSを用いた研究・実践支援ネットワーク
の構築も試みた。 
まとめると，研究１は JNCATS という尺度

を「つくる」作業の最終段階であり，研究 2
はそれを「つかう」ための基盤整備であった。
このような試みは，IMH に従事する専門家が
JNCATSを効果的に使用することを促進し，ひ
いては，多くの親子の心身の健康に寄与する
と期待できた。 
 
２．研究 1：JNCATSの妥当性に関する研究 
 
(1) 研究の目的 
 
①JNCATS の信頼性・妥当性 
 JNCATS は，乳幼児期の親子の関係性をアセ
スメントする尺度であり，養育者側の得点と
子ども側の得点が得られる。これまでに，そ
の信頼性についての報告はあったが 4)，妥当
性の検討は十分ではなかった。原版 NCATSの
妥当性については，類似する尺度（Home 
Observation Measure of the Environment：
HOME）6)との相関が検討され，併存的妥当性
が報告されていた。JNCATSの併存的妥当性に
関しても，同様の手続きでの検討が望まれる
が，現在のところ我が国では HOME に相当す
る尺度が見当たらず，代替手法が求められた。
親子の関係性は，親子の言語的・非言語的や
りとり（相互作用）として捉えられる。親子
相互作用に関する科学的研究における代表
的手法としては，ミクロ分析（micro anal-
ysis）と時系列解析（sequential analysis）
が挙げられ 7)，これらの手法が，ここで求め
られる代替手法になると考えられた。 
 
②ミクロ分析・時系列解析 

ミクロ分析とは，秒単位で親子の行動を組
織的に観察し，設定された行動カテゴリーの
生起について，その開始時刻と終了時刻を記
録する手法である。結果として，各行動カテ
ゴリーの生起頻度（そのカテゴリーが生起し
た回数）と生起確率（そのカテゴリーの全観
察時間における割合）が得られる。時系列解
析とは，このミクロ分析の結果を利用して，
行動カテゴリー間の時間的要素（生起の順序
やタイミング）を抽出する手法である。結果
として，親子の行動間の対応（一定のタイミ
ングにおける先行する行動と後続する行動の
対応）の件数が抽出され，その対数オッズ比
が算出される。一般に，尺度の併存的妥当性
に関する研究においては，類似した尺度得点



間の相関が検討されるが，測定しようとする
対象（構成概念）を異なる手法で測定した行
動的変数（外部基準）との相関の検討も必要
とされる 8)。この外部基準となる行動的変数
を，ミクロ分析と時系列解析が提供すると考
えられた（生起確率および対数オッズ比）。 

 
③変数間の関連性 
 ここで扱う構成概念は，JNCATSにおける親
子の関係性の捉え方を反映させる必要がある
と考えられた。JNCATSにおける親子の関係性
の質は，養育者が教えながら子どもと遊ぶや
りとりの様子（親子遊び場面の相互作用）に
おける肯定的で円滑な性質として捉えられる
2, 3)。肯定的で円滑な相互作用においては，親
子 と も に 積 極 的 に 参 加 す る 「 親 和 」
（Engagement）の状態にあり，それとは逆の
「嫌悪」（Disengagement）の状態ではないと
される。また，互いにタイミングよく即時に，
且つ，内容的にも適切に反応する「随伴性」
（Contingency）も発揮されると考えられる。
したがって，ここで検討すべき構成概念を，
相互作用における積極性（「親和」）と非積極
性（「嫌悪」），および，「随伴性」とした。 
JNCATS では，「親和」と「随伴性」は高得

点に，「嫌悪」は低得点として反映される。一
方，ミクロ分析では，「親和」と「嫌悪」は操
作的に定義され（行動カテゴリーとして設定
され），各々の生起確率が算出される。時系列
解析では「随伴性」が操作的に定義され（親
子の随伴性パターンとして設定され），その対
数オッズ比が算出される。この生起確率と対
数オッズ比が，JNCATSの併存的妥当性を検討
する際の外部基準とみなされ，JNCATS得点と
の相関が検討された。 
これらの変数間の関連性は次のように考え

られた。まず，円滑な親子遊び場面では，養
育者は子どもを積極的に参加させようと働き
かけると予想された。すなわち，子どもの「親
和」の生起確率と JNCATS養育者得点は正の相
関を示し（仮説 1），子どもの「嫌悪」の生起
確率と JNCATS 養育者得点は負の相関を示す
（仮説 2）と考えられた。また，子どもが積
極的に参加していれば，養育者が子どもの参
加を促す随伴的働きかけは省力化され，子ど
もの「親和」に対する養育者の随伴的対応の
対数オッズ比と JNCATS 養育者得点は負の相
関を示す（仮説 3）と予想された。その反対
に，子どもが積極的に参加せず「嫌悪」の状
態であれば，随伴的に対応してなだめ，子ど
もとの遊びを継続させようとはたらきかける
と考えられた。すなわち，子どもの「嫌悪」
に対する養育者の随伴的対応の対数オッズ比
と JNCATS養育者得点は正の相関を示す（仮説
4）と予想された。更に，円滑な親子遊び場面
では，養育者の行動に対する子どもの反応は
随伴的で反応がよいと予想され，養育者の行

動に対する子どもの随伴的対応の対数オッズ
比と JNCATS 子ども得点は正の相関を示す（仮
説 5）と考えられた。 
まとめると，仮説 1 と 2 はミクロ分析によ

る子どもの「親和」「嫌悪」と JNCATS 母親得
点との対応，仮説 3 と 4 は母親の随伴性に関
する時系列解析結果と JNCATS 得点との対応，
仮説 5 は子どもの随伴性に関する時系列解析
結果と JNCATS 得点との対応を扱うものであ
った。 
 

④本研究の目的 
 本研究の目的は，以上の仮説 1～5 を検証
し，ミクロ分析および時系列解析結果と
JNCATS得点との対応を見出すことを通じて，
JNCATSの併存的妥当性の根拠を示すことであ
った。 
 
(2) 研究の方法 
 
①対象 
 本研究の対象は，JNCATSデータベースに関
する先行研究 4)に参加した 53組の健康な母子
であった。母親の年齢は 23～41歳（平均 33.09
歳，SD = 3.81），子どもの月齢は 5～33 か月
（平均 12.83か月齢，SD = 7.09）であった（男
児 29 名，女児 24名）。 
 
②JNCATS 
 JNCATS（適用月齢：0～36 か月）は，所定
の訓練を受けた観察者が，母子の遊び場面に
おける相互作用について観察し，母子の行動
に関する 73 項目について該当するか否かを
判定する尺度である。該当した項目数の合計
が得点となり，円滑な母子相互作用は高得点
となる。母親側の下位尺度として，「子どもの
Cueに対する感受性（Sensitivity to Cues）」，
「 子 ど も の 不 快 な 状 態 に 対 す る 反 応
（Response to Child’s Distress）」，「社会
情緒的発達の促進（Social-Emotional Growth 
Fostering）」，「認知発達の促進（Cognitive 
Growth Fostering）」の 4 つ，子ども側の下位
尺度として，「Cue の明瞭性（Clarity of 
Cues ）」，「 養 育 者 に 対 す る 反 応 性
（Responsiveness to Caregiver）」の 2 つが
あり，それぞれ得点化される。随伴性につい
ても個別に得点化される。本研究では，先行
研究 4)にて得られた母子相互作用場面（10 分
以内）の録画データと，それを JNCATS でアセ
スメントした得点データを二次利用した（本
研究の実施に関しては，東京医科歯科大学医
学部倫理審査委員会の許可を得た）。 
 
③ミクロ分析 
 母親のカテゴリーとして，「言語的親和
（MV）」（子どもへの肯定的言葉かけ）と「非
言語的親和（MN）」（子どもへの非言語的な肯



定的はたらきかけ），子どものカテゴリーと
して，「親和（CE）」（相互作用への積極的参
加）と「嫌悪（CD）」（相互作用への消極的参
加）を設定し，各々の開始時刻と終了時刻を
秒単位で記録した（Mangold 社 INTERACT 8 を
使用）。各カテゴリーについて生起確率が算
出された。全データの 15%についての Cohen
のκ係数は.70 以上であり，分析結果の信頼
性が確認された。 
 
④時系列解析 
 母親カテゴリー（MV，MN）と子どもカテゴ
リー（CE，CD）の，一定のタイミングにおけ
る対応を随伴性の指標として抽出した。子ど
もカテゴリーが先行し，母親カテゴリーが後
続するパターン（CE-MV，CE-MN，CD-MV，CD-MN）
を母親の随伴性，その逆に，母親カテゴリー
が先行し，子どもカテゴリーが後続するパタ
ーン（MV-CE，MN-CE，MV-CD，MN-CD）を子ど
もの随伴性の指標とした。カテゴリー間のタ
イミングは，JNCATS における随伴性の定義を
踏襲して 5秒または 10秒とした（分析には，
GSEQ 5.07)を使用）。各随伴性パターンについ
て，対数オッズ比が算出された。 
 
⑤統計処理 
 仮説 1～5 に示された変数（JNCATS得点，
生起確率，対数オッズ比）について，スピア
マンの順位相関係数を算出した（SPSS 15.0 J 
for Windows を使用）。なお，本研究ではサン
プル数が比較的小さいため，検定結果の有意
性のみではなく，効果量についても吟味した
（ρが|.10 ～.30|であれば小，|.30～.50|
であれば中，|.50|以上であれば大）9)。また，
検定の繰り返しに対しては，ホルム－ボンフ
ェローニの方法による補正 10)をおこなった。 
 
(3) 研究成果 
 
①子どもの「親和」・「嫌悪」と JNCATS 母親
得点 
JNCATS母親得点と CEおよび CDの生起確率

に関して，相関係数を算出した。CE とは弱い
正の相関（ρ= .22，効果量 = 小，n. s.）
が認められ，仮説 1を支持するとみなされた。
一方，CD とは中程度の負の相関（ρ= -.34，
効果量 = 中，p < .05）が認められた。CD に
関する検定結果の有意性に着目して，母親の
下位尺度に関しても相関係数を算出した（表
1）。「子どもの不快な状態に対する反応」を
除く下位尺度において，弱～中程度の負の相
関が認められた（ρ= -.40 ～ -.12，効果量 
= 小～中，p < .05 および n.s.）。この結果
は仮説 2 を支持するとみなされた。 
 

②母親の随伴性と JNCATS母親得点 
JNCATS母親得点（総合得点と随伴性得点）

と母親の随伴性パターンの対数オッズ比の
相関係数を算出した（表 2）。CE に対する母
親の随伴性（CE-MV と CE-MN）については，
弱い負の相関（ρ= -.22～ -.10，効果量 = 小，
n.s.）が認められ，仮説 3を支持すると考え
られた。CD に対する母親の随伴性（CD-MV と
CD-MN）については，中程度の正の相関（ρ
= .33，効果量 = 中，n.s.）がみられ，仮説
4 を支持するとみなされた。 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
③子どもの随伴性と JNCATS 子ども得点 
JNCATS 子ども得点（総合得点と随伴性得

点）と子どもの随伴性パターンの対数オッズ
比の相関係数を算出した（表 3）。子どもの随
伴的な CE（MV-CE と MN-CE）について，弱い
正の相関（ρ= .20，効果量 = 小，n.s.）が
認められた。また，子どもの随伴的な CD
（MV-CD と MN-CD）についても，弱い正の相
関（ρ= .10～.14，効果量 = 小，n.s.）が
見られ，これらの結果は仮説 5を支持すると
考えられた。 
 
④JNCATS の妥当性 

以上の結果のとおり、仮説 1～5 で設定さ
れた正および負の相関関係は予想どおりに
認められた。これらの相関は常に強いとは限



らず，効果量としては小～中であったが，常
に一貫した傾向にあり，ミクロ分析・時系列
解析の結果と，JNCATS得点との対応が見い出
されたと結論付けることが可能であった。す
なわち，両手法を用いて JNCATS の併存的妥
当性の根拠を示すという本研究の目的が達
成されたと判断された。 
 本研究では，JNCATSの併存的妥当性の根拠
が示された。すなわち，この尺度による親子
の関係性のアセスメントの適切さが示唆され
たことになる。この知見に基づき，JNCATSを
利用することで，早期の親子の関係性の理解
が促進されると予想される。それは，効果的
な IMHの実践に貢献すると期待できる。 
 
３．研究 2：研究・実践支援ネットワークの

構築 
 
(1) 研究の目的 
 研究 2 の目的は，JNCATSの訓練体制，およ
び，訓練後のフォロー体制の整備と充実であ
った。同時に，学際的アプローチである IMH
の様々な領域の専門家の人的ネットワーク
の構築も試みられた。 
 
(2) 研究の方法 
 
①JNCATS の訓練体制，および，訓練後のフォ
ロー体制の整備・充実 
 JNCATS，および，その姉妹版ともいえる
JNCAFS（Japanese Nursing Child Assessment 
Feeding Scale：授乳・離乳食場面の親子相
互作用アセスメント尺度）の訓練は，国内の
大学の講義（http://jncast.cf-n.org/ 
study），および，乳幼児保健学会
（http://www.tmd.ac.jp/gradh/cfn/jaih/ 
home.htm）が主催する講習会事業にておこな
われた。本研究代表者である寺本は，この講
習会に講師として参加し，JNCATS・JNCAFSの
普及に努めた。また，両尺度の使用認定者に
対する，研究・実践コンサルテーションもお
こなった。そのテーマは以下のとおりであっ
た。 
・新生児集中治療室（NICU）入院児とその

ケアを担当する看護師の相互作用につい
ての研究 

・口唇口蓋裂児の授乳における母子相互作
用に関する研究 

・リスク要因を抱える母親の育児支援研究 
・母子保護施設における入寮母子の関係性

構築の促進 
・地域療育センターにおける発達障がい児

と養育者の関係性促進 
・看護学生に対する教育コンテンツとして

の使用促進 
・産後ケアセンター職員（助産師）の研修 

 

②JNCATS を通じた研究・実践支援ネットワー
クの構築 
 JNCAST （ Japanese Nursing Child As-
sessment Satellite Training： JNCATS と
JNCAFSの訓練プログラム）に関する専用のホ
ームページを立ち上げ，情報発信を試みた
（http://jncast.cf-n.org/）。本尺度の説
明，認定インストラクターの紹介，本尺度を
用いた研究・実践の紹介，学びの場の紹介等
の情報を提供した。 
 また，講習会期間中に交流集会（JNCAST講
習会同窓会）を同時企画し，JNCATS・JNCAFS
を活用した教育・研究・実践計画について議
論し，意見・情報の交換を促す場を創った。
これには，親子を支援する様々な領域の専門
家（看護師、保健師、助産師、精神科医師、
小児歯科医師、臨床心理士、保育士、社会福
祉士、特別支援学校教諭、看護系大学教員、
発達心理学の研究者等）が参加し，領域を超
えた人的ネットワークの形成が試みられた。 
 
(3) 研究成果 
 JNCATS の訓練体制と訓練後のフォロー体
制の整備・充実，および，研究・実践支援ネ
ットワークの構築は，上記のとおり，概ね達
成できたと考えられた。 
 
４．まとめ 
 これまでの試みによって，JNCATSという尺
度を「つくり」，「つかう」ための基盤形成が
達成されたことになる。しかし，「つかう」
ための研究・実践支援ネットワークは専門家
に限定されたものであった。今後の展開とし
ては，親子の関係性や IMHに関する知見・情
報を一般市民や親予備群である若年層に発
信し，社会で親子を見守り支える体制づくり
が必要と考えらえる。この試みは，文部科研
（平成 24～26年度，基盤研究（C），課題名：
親子相互作用査定尺度ＪＮＣＡＴＳに基づ
く次世代センシティブ支援ネットワークの
構築，研究代表者：寺本妙子）の助成を受け
て展開する予定である。 
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